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〔問①〕記事を読んで、文章中の（  ）に入る適切な言葉や数字を書いてください。

災害時に支援が必要な高齢者や障害者らの避難手順を定める「個別避難計画」の全国作成

率は対象者670万人の（ 15.1 ）%にとどまっています。個別避難計画の作成が進ま

ない一因として、市区町村の（ 担当職員 ）不足が挙げられています。

都道府県別で最も作成率が高かったのは香川県で、第2位は大分県の（ 51.9 ）%

でした。政府は11月に発足する（ 防災庁 ）で取り組みを強化する方針です。

〔問②〕記事内の円グラフおよび本文の記述をもとに、次の問いに答えてください。

（1）全国1,741市区町村のうち、作成率が「20%以下」の自治体は全体の何％を占めてい
るか計算して出してください。（小数点以下切り捨て）

52％（911÷1741）

（2）作成率が「80%超」に達している自治体の数と、「1%以下」である自治体の数の差を
出してください。

40自治体（257ー217）

（3）以下のア〜エのうち、正しいものを1つ選んでください。

ア：作成率1％以下の市区町村数は全体の10％を下回っている。

イ：作成率が60％を超えている市区町村の数は全体の4割に及ぶ。

ウ：作成率が「20％超〜40％」の市区町村の数は全体の20％を超えている。

エ：作成率が40％超の市区町村をすべて合わせると、全体の30％を超えている。

答： エ
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